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ビジネスアクティビティ

機能材料 加工・商事・
技術サービス

生活環境
基盤材料 電子材料

コアテクノロジー
単結晶化、有機合成、
粉体・焼成、電気分解、
CVD&PVD、重合、
プラスチック・	
フィルム加工

環境負荷の小さな素材、塩化ビ
ニル樹脂（塩ビ）の最大手とし
て、インフラ、住宅、生活を支え
ています。

世界シェアトップのシリコンウ
エハーをはじめ半導体の製造に
欠かせないさまざまな素材を
提供。産業の「デジタル化」、「グ
リーン化」に貢献しています。

5,000種以上の製品で暮らしや
産業を支えるシリコーンをはじ
め、付加価値の高い製品を安定的
に供給。環境負荷の低減や食糧
不足の解消にも貢献しています。

素材を応用した加工製品とエ
ンジニアリングの活用でお客さ
まの多様なニーズに応えてい
ます。

コアテクノロジーをもとに
４つの事業で、産業や生活の
基礎になる素材、製品を製造
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事業セグメント

	生活環境基盤材料 	機能材料

	電子材料 	加工・商事・技術サービス

※1 CVD（Chemical Vapor Deposition）：化学的気相成長法。原料ガスに熱やプラズマ、光などのエネルギーを加えて分解させて、化学反応により膜を堆積する方法。
※2 PVD（Physical Vapor Deposition）：物理的気相成長法。固体原料を加熱、スパッタリング、イオンビーム照射などで原子・分子状の粒子として蒸発・飛散させ、基板表面に付着堆積させる方法。
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緊密な連携と
多様な広がりが生む
強固な事業構造
当社グループは、製品の多様化・高度化に対応していく過程
で蓄積した生産技術により、幅広い産業分野に貢献する多彩
な製品群を生み出しています。相互に緊密なつながりをも
ち、多様な領域に広がる事業構成は、経済情勢に左右されに
くい強固な事業構造を築いています。

ビジネスアクティビティ



外部調達自社生産

塩化ビニル樹脂

塩

塩化ビニル
モノマーエチレン

塩 素

か性ソーダ

天然ガス
塩化ビニル
モノマーエチレン

原料からの一貫生産体制を構築（シンテック社）

世界各国へ販売

•		世界最大の生産能力と高い生産性
•		安定した品質とお客さまへの安定

供給
•		米国での有利な原料事情、エネ

ルギー調達の安定性
•		原料（エチレンと塩素）からの一貫

生産体制の構築
•		世界3拠点、米国3ヵ所の複数拠

点での生産
•	米・欧・日の販売ネットワーク

※出典：国土交通省、塩ビ工業・環境協会（VEC）

競争優位性（塩ビ）

塩化ビニル樹脂、か性ソーダ、メタノール、 
クロロメタン、ポバール

　塩ビ事業では、1Q（4-6月）において主要地域で価格
が上昇、2Q（7-9月）で価格水準の維持ないし改善を図
りました。しかし、3Q（10-12月）は、地域によって様相が
異なったものの全般的に軟調で推移し、4Q（1-3月）は値
上げできた地域とそうではない地域に分かれました。か
性ソーダは、1Qで値上げを実施、その後は一進一退が
続きましたが、4Qで改善が見られました。

製品情報は、会社案内をご覧ください。
https://www.shinetsu.co.jp/shinetsu/jp/book/index.html

資産※1※２ 23,275億円
設備投資額 1,140億円
減価償却費 818億円
従業員数※1 1,975名

主要製品

　世界最大の塩ビメーカーである
米国子会社のシンテック社は、世界
的に伸び続ける塩ビの需要を捉え、
これまで繰り返し能力増強を行って
きました。2022年から進めてきた増
設が2024年秋に完工し、生産を開
始。年間の生産能力は、364万トン 
に達し、増設前から約１割増加しまし
た。北米の塩ビ需要は、住宅向けを
中心に堅調に推移することが見込ま
れており、今後もそれらの需要を取
り込みながら、世界中のお客さまに
塩ビを安定供給していきます。

Topic
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シンテック社、塩ビの能力増強が完工

温室効果ガス低減など環境への貢献、人口増に伴う社会・生活インフラの拡充
•		原料の約6割が地球に豊富に存在する塩で、石油資源への依存度が低く、 

限りある資源を有効利用しています。そのため、製造時のCO2排出量は他の
プラスチックに比べ少ないのも特長です。

•		塩ビの主な用途はパイプや建材で、他のプラスチック製品に比べ耐用年数
が長く（塩ビパイプの耐用年数は50年）※、資源の節約に貢献しています。

•		塩ビ製の窓枠（樹脂窓）は、断熱性に優れるため省エネルギーに役立ち、CO2

排出の抑制にも貢献します。

•		塩ビの建築材料は、他素材（鉄など）の建築材料に比べ重量が軽いため、輸送および敷設時に消費する燃料の削減に
貢献しています。

•	 日本では塩ビのマテリアルリサイクル比率は約33%※と他のプラスチックに比べて高いリサイクル率を実現して
います。

製品を通じた社会課題の解決（塩ビ）
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過去5年間の業績推移
（億円）

996996

20.5%20.5%

37.1%37.1%
41.4%41.4%

31.9%31.9%
28.0%28.0%

3,1773,177

5,4135,413

3,2193,219 2,9142,914

4,8584,858

8,5718,571

13,08013,080

10,10210,102 10,41510,415

営業利益率売上高 営業利益※１ 2025年3月末時点
※2 簡略的な方法により作成しています。

•		住宅需要の増加
•		人口増加
•		インフラ投資（新興国）、インフラ老朽化に伴う再投資
（先進国）
•		自然災害などの復興需要

各事業の成長性（成長要因）とリスク

•		相当期間にわたる塩ビの供給過剰
•		住宅需要の鈍化
•		原料価格の高騰

リスク成長性（成長要因）

2025年3月期
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生活環境基盤材料事業

ビジネスアクティビティ



AI、５G、自動運転、IoTの発展
　自動車の完全自動運転や遠隔医療など、５G対応の通信機器やインフラ整
備が必要とされる分野で、高性能、省電力の半導体が多く求められています。
半導体の基板材料であるシリコンウエハーをはじめ、当社グループが提供する
さまざまな半導体材料は、電子機器の高性能化、小型軽量化はもとより、 
省電力、省エネルギーにも貢献し、半導体の多面的な拡大と継続的な増大に
応えています。

カーボンニュートラルに不可欠な技術や素材の供給
　従来のフェライト磁石に比べて約10倍の磁力を有するレア・アースマグ
ネットは、モータの効率化・省電力化に寄与し、エネルギーの効率的な利用
や温室効果ガス排出量の削減などに貢献しています。

製品を通じた社会課題の解決

競争優位性

半導体シリコン、希土類磁石、半導体用封止材、
ＬＥＤ用パッケージ材料、フォトレジスト、
マスクブランクス、合成石英製品

資産※1※２ 17,702億円
設備投資額 2,455億円
減価償却費 1,108億円
従業員数※1 13,366名

主要製品

•		データセンター投資やAI機能搭載端末の増加
•		EVの増加に伴う半導体市場の高度成長
•		半導体先端領域の拡大
•		脱炭素社会におけるパワー半導体の需要増（QSTTM

基板などの異種基盤材料の採用拡大）

各事業の成長性（成長要因）とリスク

•		相当期間にわたる供給過剰
•		マクロ景気の後退
•		国際経済のデカップリング

成長性（成長要因） リスク

過去5年間の業績推移
（億円）

2,0602,060

34.6%34.6% 34.5%34.5% 34.4%34.4% 32.0%32.0% 34.8%34.8%

2,4472,447
3,0143,014 2,7212,721 3,2473,247

5,9565,956
7,0897,089

8,7568,756 8,5048,504
9,3439,343

2025/32024/32023/32022/32021/3
営業利益率売上高 営業利益

• 	複数拠点化による安定供給、ならびに原料からの一貫生産体制の構築
•  重希土類の大幅削減製品の展開と、リサイクルの推進

レア・アースマグネット

•  半導体関連製品の豊富なラインアップによるシナジー効果 
（開発優位性、提案力）半導体関連製品

•		安定した品質とお客さまへの安定供給
•		高度化する技術要請への対応

事業全体

　当社は2024年8月に三益半導体工業（株）の
公開買い付けを完了し、その後の手続きを経て
11月に100％子会社としました。中期的にも成
長が見込まれる半導体市場において、ウエハー
を含む半導体事業の多面的な拡大を目指しま
す。当社はこれまで同社にシリコンウエハーの研
磨加工などを委託し、長期的なパートナーとして
それぞれの事業の拡大に取り組んできました。
2005年には同社による第三者割当増資を引き
受け27.1%の株式を保有、さらに2006年には出
資比率を40.5%に引き上げることで、提携関係
の強化とウエハー事業の拡大を図ってきました。
　同社と一体化することで、それぞれが独自に
持つ製品情報、知見、技術、ノウハウ等を統合し、
半導体市場での競争力や存在感を高めます。

Topic

三益半導体工業を完全子会社化

三益半導体工業（株）本社

製品情報は、会社案内をご覧ください。
https://www.shinetsu.co.jp/shinetsu/jp/book/index.html

　半導体市場は、調整局面からの回復が用途・分野によ
り異なりました。この環境下で力強い需要の伸びが認め
られた市場への、シリコンウエハー、フォトレジスト、マス
クブランクスなど半導体材料の出荷に注力しました。希
土類磁石（レア・アースマグネット）は、堅調なハードディ
スクドライブ用の需要に応える一方、車載市場への拡販
に努めました。

※１ 2025年3月末時点
※2 簡略的な方法により作成しています。

2025年3月期
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電子材料事業

ビジネスアクティビティ
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電子材料事業

原料 単結晶シリコン 切断・研磨 シリコンウエハー CVD、酸化 パターン形成 ダイシング 組立 樹脂封止 半導体デバイス 最終製品

当
社
グ
ル
ー
プ
が
供
給
す
る
製
品

ケイ石（SiO2）から酸
素を取り除いた金属
ケイ素（Si）をもとに、
多 結 晶シリコンを 
つくる。

金属ケイ素 石英るつぼ 炭化ケイ素研磨微粉

シリコンウエハー

ウエハーケース

半導体製造プロセス用
石英ガラス

多 結 晶シリコンを 
融かして、円柱状の
単 結 晶シリコンを 
つくる。

単 結 晶シリコンを 
薄く切り、鏡のように
磨き上げる。

高温の炉に入れ、ウ
エハーの表面に薄い
酸化膜をつくる。

特殊な感光材（レジ
スト）を塗り、回路パ
ターンを焼き付け、
現像し、表面を加工。

ウエハーから一つず
つ切り離し、集積回
路のチップにする。

ワイヤーを使って、
チップと基板を電気
的に接続。

樹 脂 でチップ を 覆
い、熱 や 衝 撃 から 
保護する。

半導体デバイスが 
完成し、最終製品に 
組み込む。

シリコンウエハーの完成。

ウエハーを
デバイスメーカーに搬送

レア・アース
（酸化イットリウム）

合成石英フォト
マスク基板

フォトレジスト
（感光材料）

マスクブランクス
（回路描画用パターン原版）

ペリクル
（フォトマスク用防じんカバー）

封止材

シール材
（液状封止材）

放熱シリコーンゴム加工品

半導体の製造工程全般に関わる信越化学グループの製品

当社グループの製品が使われている工程

当社グループは、シリコンウエハーをはじめ、フォトレジスト、マスクブランクス、封止材など半導体製造工程に必要な材料を数多く取りそろえており、半導体デバイスの発展を支えています。

半導体の進展を支える製品ラインアップの拡充
　EVやAIデータセンターなどに使用されるデバイスの高性能化と省エネ化を両立させるため、窒化ガリウム（GaN）の大口径化（300mm化）を実現す
るQSTTM基板を開発し、量産化に取り組んでいます。また、半導体製造工程に不可欠な材料を数多く扱い、その過程で培った専門的な知識や技術を生
かした新製品を開発しています。一例として、お客さまの工程短縮による大幅なコストダウンや従来工法では困難な微細加工を可能とする半導体パッ
ケージ基板製造装置と新工法を開発しています。

半
導
体
製
造
工
程

半導体パッケージ基板
製造装置

ビジネスアクティビティ



環境負荷の低減に貢献（シリコーン）
　地球上の元素のうち、酸素に次いで2番目に多く存在するケイ素を主原料
としており、石油への依存度も低く、環境への負荷が小さい材料です。シリ
コーンの優れた特性を生かし、電気自動車や、省燃費タイヤ、太陽光発電、
LED照明など幅広い分野で環境配慮型製品に活用されています。

食糧不足や環境問題の解決に貢献（セルロース誘導体）
　天然の高分子セルロースからつくられる自然に優しい素材です。用途の 
一例として、植物由来の代替肉の結着剤として使われ、人口増加による食糧
不足や環境問題の解決にも役立っています。

食の安全性向上に寄与（合成性フェロモン）
　益虫や他の生物への影響がなく、環境に優しい農業害虫の防除剤です。畑
にまかれる殺虫剤や農薬の削減を通じて、食の安全性向上に役立っています。

製品を通じた社会課題の解決

競争優位性

シリコーン、セルロース誘導体、金属ケイ素、合成性フェロモン、
塩ビ・酢ビ共重合樹脂、液状フッ素エラストマー、
ペリクル、リチウムイオン電池用シリコン系負極材

資産※1※２ 6,970億円
設備投資額 658億円
減価償却費 401億円
従業員数※1 4,446名

主要製品

過去5年間の業績推移
（億円）

707707

22.5%22.5% 24.0%24.0%
26.5%26.5%

20.0%20.0%
22.3%22.3%

947947
1,3061,306

850850 1,0001,000

3,1423,142

3,9563,956

4,9334,933
4,2524,252 4,4864,486

2025/32024/32023/32022/32021/3
営業利益率売上高 営業利益

• 	世界トップクラスの生産能力
• 	医薬用途で活発に設備投資
• 	グローバル3拠点での安定供給体制

セルロース誘導体

• 	営業・研究・製造部門の「三位一体」体制により、顧客のニーズにきめ細かく対応
• 	70年にわたり培ってきた高い技術力とノウハウの活用（新製品・新技術の開発

力、高機能製品の品ぞろえの拡充）
• 	世界13ヵ国でのグローバルな生産・販売ネットワーク

シリコーン

• 高い技術力を生かした、各種高付加価値製品の開発力
• 	高品質な製品と安定供給体制

事業全体

•		顧客および社会的課題（熱管理対策、軽量化、省力
化、PFAS代替等）の解決に資する高付加価値品構
成比率の上昇

•		人口増、経済成長による需要増
•		医薬品市場の拡大

各事業の成長性（成長要因）とリスク

•		シリコーンの汎用品市場での供給過剰
•		エネルギー、原材料価格の高騰

リスク成長性（成長要因）

　当社は、ケイ素化学を駆使した課題解決（Shin-Etsu Silicones Solution-EngineeringTM）の一環として、多様
化するニーズの実現はもとより、環境問題への対応など、さまざまな用途の付加価値向上に不可欠なシリコーン
製品を拡充しています。
　例えば、化粧品などの使用感を改良する親水性のシリ
コーンを開発。水との高い親和性に加え、シリコーンの優れ
た特長である高い流動性やべたつきのない滑らかな使用感
を化粧品などに付与します。また、高い光拡散性を有するシ
リコーンエラストマーゲルは、高いソフトフォーカス効果や
パウダリーな使用感といった特長に加え、マイクロプラス
チックビーズの代替原料として環境に配慮した製品づくりに
も貢献します。このようにシリコーンのユニークな特性と当
社が培ってきたケイ素化学のノウハウを生かし、付加価値の
高いシリコーン製品を開発･供給することで、お客さまや社
会のさまざまな課題解決に努めています。

Topic

ケイ素化学を駆使した課題解決の推進

肌上では、滑らかに溶けて広がります

新製品の水溶性シリコーンワックス

製品情報は、会社案内をご覧ください。
https://www.shinetsu.co.jp/shinetsu/jp/book/index.html

　シリコーンは、汎用製品群が中国経済の低迷に起因
する在庫調整や市況軟化の影響を受けました。こうした
中、引き続き機能性の高い製品群の販売に注力すること
で収益の確保に努めました。

※１ 2025年3月末時点
※2 簡略的な方法により作成しています。

2025年3月期

塗布後塗布前
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機能材料事業

ビジネスアクティビティ



•		通信インフラの整備、設備・機器の高性能化など社会のIoT化の進展

•		高度な素材配合技術や加工ノウハウを生かした入力部品や内装･外装用部品､素材な
どさまざまな製品の展開により自動車産業の技術革新に貢献

•		顧客要求に的確に応える精密成形技術や分析･評価技術を生かした搬送用資材により
半導体ウエハーや電子部品の先端プロセスの高度化に貢献

•		薄膜成形技術でフィルムの極薄･高ストレッチ性を追求し､ 色付きや抗菌性などの 
機能を付加した製品開発により利便性の向上や食の安全･安心に貢献

•		独自のシリコーン配合技術や加工技術を用いたカテーテルやドレーンチューブなどの医療器具や医療機器用部
品で､医療の高度化や健康促進に貢献

•		シリコーン材料を用いた接着技術を生かし、老朽化が進む橋梁、道路、鉄道など社会インフラの長寿命化を促進
することで、持続可能な社会の実現に貢献

製品を通じた社会課題の解決（信越ポリマー）

競争優位性

樹脂加工製品、技術・プラント輸出、
商品の輸出入、エンジニアリング

資産※1※２ 2,727億円
設備投資額 126億円
減価償却費 68億円
従業員数※1 7,487名

主要製品・サービス

過去5年間の業績推移
（億円）

163163

16.1%16.1%
18.6%18.6% 20.0%20.0% 18.7%18.7%

21.1%21.1%

209209 263263 241241 287287

1,0101,010
1,1261,126

1,3161,316 1,2891,289 1,3671,367

2025/32024/32023/32022/32021/3
営業利益率売上高 営業利益

•  国内外のプラント設計、建設、保守を自前で手掛ける技術力信越エンジニアリング

•  信越化学グループとして、材料開発から加工まで一貫で行う総合力
•  各種樹脂の加工をコア技術とし、高付加価値製品を生み出す技術力
•  顧客のニーズに応じ柔軟な対応を可能とするグローバルな生産体制
•  顧客が必要な機能を材料配合と最適な加工方法で実現する提案力

信越ポリマー

　日本のインフラは高度成長期に集中的に整備されたため、老朽化が急速に進みつつあります。2030年には、国
内の道路橋の約55%が建設後50年以上経過すると予測されています※。一方、急速な少子高齢化で建設に従事
する職人も減り続けています。そのような中、インフラを補修し、耐用年数を延ばす取り組みが注目されています。
　信越ポリマーは、2019年度から補修用としてシリコーン製インフ
ラメンテナンス資材の販売を始め、道路橋、駅構内、トンネル、下水
道などさまざまな施設で採用されてきました。ポリマエースは、ボル
ト・ナットなど鋼構造物に貼り付けるだけで簡単に施工できる接着
シートで、紫外線に強く、−50～200℃の温度にも耐える防水・防食
に最適な資材です。施工現場の環境に合わせた多様な工法の一つ
として、複数のボルトをまとめて施工できるP-VAC工法を開発しま
した。インフラの老朽化や就労人口の減少、さらに資源高による原
材料コストの上昇が進む中で信越ポリマーのインフラメンテナンス
資材と工法は、施工の簡易化や省人化に対応し持続可能な社会の
実現に貢献しています。
※�出典：「社会資本の現状と将来予測」（国土交通省）

Topic

サステナブルな未来につなぐポリマエースとP-VAC工法

•		カーボンニュートラルに向けたＥＶ化や電装品の 
高度化

•		AI普及による半導体・電子部品の需要増
•		インバウンド増加による外食市場の拡大

各事業の成長性（成長要因）とリスク

•		世界的な自動車販売の鈍化
•		急激な半導体需要の減少
•		エネルギー、原材料価格の高騰

リスク成長性（成長要因）

複数のボルト・ナットを短時間で一度に施工可能
なP-VAC工法（特許取得済み）

製品情報は、会社案内をご覧ください。
https://www.shinetsu.co.jp/shinetsu/jp/book/index.html

※１ 2025年3月末時点
※2 簡略的な方法により作成しています。

2025年3月期

　半導体ウエハー関連容器は工程内用を中心に需要が
堅調に推移しました。自動車関連製品ではEVバッテリー
用延焼防止クッションの生産を開始しました。
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